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　　　辱・6．議事要旨

　　　　　（1）前回議事要旨　　　　‘

　　　　　　一前回議事要旨案が吉識委眞の発言内容について一部修正の’

／　　　　　　うえ承認された。・

　　　　　（2）委負長あいさつ

　　　　　　　二二長から鞭のあいさつ騨δつた6一∫

●　（3）㈱躯鞭徳論発語霞嬬予箕品品　　’一

一・ @篠博三二蘭二項葦から鰭予鰹の醸咋
　　　　　　ついて三明があった後以下の発吉があった。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＼　　　　　醜：宇讐捌響采肋予算越熱心鞠27雌円鮒し

　　　　　　．て／8♂劇余と御たζと即いての融酸し吟逸

　　　　　　　鴫理線と懇談し雄、麟藩長の意向として鎌もざ

　　　　　　．るこ松がら瀬面恥二三来るだけ多肪翻発を．

　　　　　　二を進めるため二面で励うζのこ止であった・その意一

　●－　　　味でET3－H型の予算等が復活折衝で得られたことは幸

　　　　　　　いだった・「方技術帳入や騰の記入については1矧が

　　　　　　　免除されるよう努力しておつ、昭和46年度からゐ繰越し・　　，

　　　　　　∫金もある状態なのでζのような条件を考慮すると、’昭和47

　　　　　　　年度において、資金面での行きづまりが生ずることはない

　　　　　　　だうう6．したがってギ宇宙開発事莱団に開レ・資金面では

　　　　，　この．予算案たよ？て4月以降に宇宙嗣発計画の改定の挙要

／

　　が生じるどは考えていない。

　　気象龍につ姶て・’気象庁の予簸求額5億円燃し、政

　　府予算案は2億円となった。この金額の決定に伴い、気象●

　　庁では、三和4：8年度から宇宙囲発爾莱団へその作采を移

　　　溢して欲しい旨の意向を示しており、一方、科学技術庁の

　　内局予算として約／900万円の実用衛星開発計画の調奮

　　委託費が認められた。との委託磁をもとに、わが周におけ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　イ　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ　　　る無象衛畢の囲発の進め方について韓紅を行ないたい・

　　　気家1鰹について嫉G想靖禰の実施のために打上

　　げを要請されている。　．　　唱・”　　　丁

　　アメリカ2獣㌘ンス繊月本細と吻担のうちY．

　　　フラ『ジスが自国打上げ分をESROへ移管することを昨年

　　　　　　　　　　　　　一・　一　　’　　　　　　　・∂

　　欄♪認めrれた・飾皇曝幽・’ESR期㌃
　　上げ輝いて・綿との嚇（よ硯＆ナを｛噂す為r

　　　ととしている。日本としても、冷後ごめよう鋤向をみつ

　　マアジアψ搬耀を心臓鈎う噸噌綿
　　、力を考えるか等についても検討していく必要があると考え’

　　ている。

曽梅沢：山繭47年度において計両の見直しをする際には、．出来

　　一る脚長期の計画観通すとξもに来年以降の強にρい

　．ても配慮し、て欲しい。　一　　　一　．
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　　山県：そめζうに努力するつもりだ。　　　　　、

　　嗣島：すでに日本も52年以降ゐ実用衛星の利用をもり・こんだ計

　　　　三ついてρ囎を適なければ吋加段階に思いるの

　　　　ではないかと思う。今回の政府予算案は宇宙囲発のための重

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　　◎）
　　　　要項目が殆んど全て顔を出しているとv『う意味で・金額こぞ

　　　　多ぐは旧いが、削向きな予算だと思うっまた、日本の宇笛嚇

●　　　発について三民の理解をう・るためのPRに力を入れることが

　　　　必要であ、ると思う。

　　井上：略和4．7年度．は本庁予算どしてテレビ広報のための予算が

　　　　つ唾ので・PRに鞭に力を木糠い・

　　木内挽舐拗れて晒努加湿るカ：IP・R論り三極
　　　　ものにして欲しい6科学技衛に対する函民の理解はまだ十分

　　　　では宏いので、’血糊の轟する愛晦く「醐

　　　　の中味がみんなkわかるように説明をして欲しい6

q鵤三民に科学技術を理解してもらうようにする技徹ど麟

　　　　な技術はない。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＼

　　木内：・殺近と）傾向．として科学技術の成果のマイナ冬面が指摘され・’

　　　　ており、これももつども・な点が多いが、プラス面についても．

　　　　理解されるよう堅力する必要があろう16・！　　　．㌧㌃

　　山県：子供のマンガ等には．よく「宇宙⊥が出てくるがこρ「字宙」

’　　　と現在の宇宙開発との連続点がない。

　吉識：科学技術というもφは、掻術をよく知っている人がかみく．

　　　だいて説明すれば解りやすφが、生半可な知識で説明しよう

　　，．とすると一層解りにぐくなるという性格をもつている・

　三国：宇宙謝発三三団の予算では・要求額270億円を／8．0簿

　　何に削られて、これで本当に宇宙囲発計画が実行できるのか

の，とい旗朴鞭問醸ろう。勉の山県委負の説明で飾可
　乙　　　　　　．　　　　．　・　　　・　　．　　　　’髄
　　　能ではない’とのことであったが、今後の国会等でも、予算の

　　　内容や宇憲即発計画の内容、宇宙謝発計画の見直し等につい

　　　ての蜜間が出ると考えられるので、之れらの質問に答えるだ

　　　けでなく、予箕の実行にあたうて十’分な効＝来があがるよう努

　　　力して欲しφ・馳山…　，…　魎．
　山県：陥和46年度における宇憲開発計画の遂行たあたっては、

　　牌嘆聯ら綱搬術の酬に対する厳し岬騨朧
＼づに七ていることでもあり、宇宙開発事菜励では、技術の晦発，

　　　について米国への過度の依存を避け早く自立出来るよう努力

　　　七なければなら姦い。この様な点も考えると46年度ゐ宇宙

　　　囲発事架団予算の実質規模である／50億円を使い切ること

　　　はなかなかむずかしいであろう。
　　ノ　　　　　　　　　　　　　　　　ま　　　　　　　ヒ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　木丙：L米国からの．技術導入については臼米の交瑛公文があるのだ…

　　　から、これに基づく技術導入を奨励すればよφという意見が

　　　あるがどう。か。　　　　，　　　　　　　　　　，

　　　　　　　　　　　　　　　「
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　　　山県r三三では、日米交換公文に藁つく技術の輔出について．も・

　　　　　その纏結時あ！968年までの三三に映っておりそれ以峰に　・

　　　　　娘諏敏良型ソーデルタの技伽輸出に対してぱ言亟めて

　　　　　強い畦屯を示している。、　　　　　・

　　　　　事細としてほ、可能四界㈱いてこれを識入しさらに・．

　　　　　日不の技傭で補足するという方針を決め、着異に進めつつあ

●
　　　　　る・σ　　　　一　　一　’　　　　　　　　　　　　　　　：　　　一

　　　　　　　ρ　　　l　l－

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＼

　　　．　．／

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・’．　　．　e

・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＼

9　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，

○，　　・

　　　　＼

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　F　　　　1
　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　・’、　　』　　，　　　　’　覧

＼

＼

／

●

●

ノ

＆
．



「

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　委、2瀬野

　　　　　　　　　　　肇欝雛『欝岬’　ボ

　　　　　　　　　　　　・　・　ジ　　　　三和47年3月22日，　　　　　　　　　／

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　宇宙開発黍員会・
　●

　　　　　　賄和46年度1～2月期七ヶシド打：上げ実験の緒＝果を評価する　　　　　　　　　　　　．

　　　　　ため、次によわ調査回議を行思う・ものとナる。　　　　　　　　　　　　　・

　　〆　　　　　　　＼　　　　　　　　’．＼．　　　　　　　　’

　　　　　∠蹄開発門門行な㍗第5回b”ぞト批げ黙の蘇

　　　　　、を評脳脚轡技術騨rいて鄭査騨平な10

　　　　　幻の調鹸は・技騰脚て二二い・聯47年岨．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ　　　　　　　一・　．／　　　＿　　　　．ジ　　　．ン　　　　　　　　　’
’　　　　　　　　　　　　　　　　ジ　　　．　．，＼　’　1，　　　　　　　　・

　　　　　　　　　　1　　　▽，ご’－㌧ゴ　1

／

k

ノ

＼

●



●・ φ
委 2－r襟ぞ

　　　　　、@　　　　　一
ｼ ・科学技術庁ノ，

囑　　　　　　　・ ・疹se一㊤∠・ご懲・獺を装∫纏騒
轟 ヤ

（多 κフ南鑑敏∫竃 　，m
■

‘
　
．

｛　　　　　甲　　　、

》’ P 、’／ ｺの赤㍗ ・1グC・単二　毎御筆h磯一 看ヤ≧

彩・∠1 覧　　　　　　’．・“1老煮”影柴’i載・受矛、傷高札ろさ一 9　　　、 　「L　Jb『縣

　　　　　　　　　’　」　亀

@　繭　　　　「
f

，　　　，
@　「@　’返彬を・　　　　イ建　　’シプ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，　　　　　　　　　　　．，

ｵ、　ゑ〆！　‘　　　　　　　　　　　　　　　　　ご
層　　　　　慧　　　7

句

！く彫　　　　　一　　一び’i丑碧羅＿、慶ヌどグ　万’、∵㌔‘4、一寸多1酉

D
・≒・｝順簸晒レ，諭伽ン凶レの／云鶏高閣蒲ぐ茄、…．津

一プ

’；レて腎修i蜘払い〉。 は．珍該z会）全・1・（一計溝あ’ 一一 ﾝ，

　9d　4謬
曾“

ｽ文レと下至癬睦迎晦編」遜一 醜1

．　　　　9

　　、∴≧4 忙
むのY　う。’

響

　　　　　　　　　　　　　　　　㌔
T　，　　　　　　　　，　　　　　㌔’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・’　，　　　㌧

　　・・2

af
煦齣w

し

■

ド1；・’㌔ユ　∵

鷺翠レ犬』傭逼蹴酸洋瓦董4忽謳ll；ぐ茎ろ・ll、

二＿ヱと6ヨlhレ 一の 戯麺’勿2㌧嬬麹蒙…害　’＝省ゴ皐ガヒら∵・
3婚ラ1 一（しズ王工凝議」受・、契一Σ、盈聖固董獲｝蹄巳） 葎劇

　　　　　　　，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ　9

fレセ塾塑％蝕紐逝急払誓い．も聾循　　　　　　　　、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　弾

、ぎ

「　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　贈

@か@　　　∂@ト
@　　　　　へ説

置

ご
D！，・璋’感磁4皐☆、，．のど輩 　げ，

ﾏ●「

　　　　守ﾏ

　書
C　　ρ　q

婦

　一　　　　　　　　　　　　　●
`i璽虹、：　1レニ＿．一』茎穿云1白麹／ぐ　　　　　　　ノ 斎

レ当％轄》粉’ キ！聯・毒聲轟義亘葺ゑ・’ ノ’

　レ　　　　　　　　　　　　馬　　　　響
A　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●

　　　　の@・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｝

v

、　うとと物乏当易’滋》トの’ 煮才い・ジバ』癒ノ彦4一rン、フ∈

≒がズ…移一→’ 物と’う．1……一　一一∴・一…∴一∵∴∫∵
；　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　辱　　h　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　も　　　　　　　　　　　1　　　　　　　　　　　　　∵．　　　　　　　　　　　　　　　　　7　　　　　　　　●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－　　　　　　　　　　■

，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　舳P　　　　　　〆

@．’こ才し｝つ！¢かし・ 多鉱塗／k“ミンノ昏士彰構忍｝2手下塔一
1、

、。．：5

Jワ、生㌧o）所で后 一い

「　　　　　　　　　％

今’　　　　　　．　　　，，　　　　　　　　　，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヒ　　　　ら　　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　A　　　　，

：

　ρf，
E～ ﾎ，ノ

，しト

麹1．42梗さ1て痩，争一高　　　　へ
　　　暢@　　　　　　　　　咽@　　　　　o　　　　　　　　　　　’C　、　　r

　　　　　　　一　・　　　　　　　　　・　’：’

X　　．　　　　　　　　　　　　　1
（．　　’ ←。 @　　　‘

鼻㌧事窃痢紙3職（A）　　　　　　　　　・5　　　　　　　　　・’ B4（257メ364芝　‘

、，

、
．

繋

、

’・ E　　　∫一ノ

　・　・∴

　　”零，e「

　　　電｛

　　　　　　　　　　　　1　　　　　　　　　t　　　　　　　　　　，

　　　　　　　　　　ヂ，

　　　　　　　　　　　　1｛

　　　　　　　　　　．．一

　’一　　　　ド’　・、
　　　　　　　ロ，　　　　　　一、・：　．　．ぺ
　　，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノノ・，
　　　　　，’　　　　　　一　　’、　　　　ノ〆一一一…．．．＿．＿＿、＿一．∴二4一．一．＿＿　〆



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ1’

@・　二b∴宏奴。…量協力，⊥ぬ⊥と＿一一∵二＝一÷…一一一一L一⊥
i二・

｝：㍉

@，二惚晦匠》壇拡璽四三L灸勧⑳二」撹厘雌弩雛，
　　一＝＿．一二血肱」6一鍍コ。二巴L＿＿＿一＿一

ゼ
レ　．＝＿2」拙論珍肥馬2磁壁穫！さ盗肛戯均］≒石5堕，・

　　　　　　一≡ユiエ三身刻三笠盤∠三三＿　　　・
｛
1‘

●

＿二一．瀬蓋海適£ご乙一婚を丞』＿＿一

L蜂」ユ餌3取≦過つ．流翻～籾思歌響動ユ馳葦ユ
…高一二等論ユ皇±刎搾叢鋤鰯雲送態飢朗皐
＿．一二＿二五一庭＿＿一、一一＿＿．　　　　一

　　　　　　　　　　　　の　　　　　　　　　　　　　　な　　　　　　ヘ

9　　　　　　　　6　　　　　　　　■　　　　　　　　・　　　　　　　　o

嶺三三3唇ω㌦　・

　，　　．∵　　　　　　　　　　， ●　　　　　　　　　　　　　　r　、

亀∴こ　B4（257×364）、

　　．冷　　／．



」
一
i
I

　
　
、

ノ

2
．
’
2
．

ノ
ノ

ξ
墨
幽
／
，

　
｝
F
’
『
『
．
咀
・
9　
’、
ノ
腔
〆

〃＼　㍉一・．’
　．　　・、　　　　・　　　　　　　　　　　　・
　　．声　・　’　　　　　　　　・　’
　　げ　　　　

’

／、’
．8　1．・．・．・・

．◎．．

「

　　　　　　　　　　一一　　　　　　　　　　　　　　　
ロ　　　　　　　　　　　　　　　　

久∫．　　　’汐

」φ1：〆微準

1ポ冷1膨．プ幽「御〉塞

●・

科学技術庁．

「

　　ざ　．
’n’甲”噂’申噂一一甲’”．’

一一一．一三一∵．一…∴一…

　　毫
1． ¥一トヅー二

十1鰍榔：ζ1津選望麺秘革Lユ」頚車．

1．

；
1．し．

1
∫

1二．　㌧
！：：．1，

1．，㍉

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●マ÷∴・ P．ニー砧・一一一一一一

　　　　　　の　　　　．．ら一．一一
　・∴　∫㍉・、．

　　・．」」．1

　　　　　　　、
　　　　　　　　　　　　　　　　・漏こ一」∵・一一…・…一一r一一一…・一一よ＿＿

　　　　　　　　■　　　　　　　　　　　　　　　　　　．一一一一一一一一・一一＿＿＿＿」．＿＿、＿　　　 ＿．

　　　　　　1：1一　∵
　　　　　　．∴一乙『一…一一「「・・．’一一．一一　●・

　．・，ゼ＿．．　一
　　　　リ　　　　　　　　　　　　　

ロ　 @　　コ

　　　　　　　ニ・．．　　　　　　　　　　　　　　　　　　ワ
　　　　　　　　　　　　　一一…一一？一一一一一砧一一一一一……一＿・一＿．．＿．＿．一＿＿＿＿一一．一＿＿．一＿＿＿＿＿＿一＿＿＿＿＿＿．．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　9’｛　一一P　　．甲　
，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し　へ　へ　コ　　　　り　　　　　

　　　　　　　　肉鉦彦三門述，提墾吐2｝蛍

鰍三二二丁熊騰駿1召ふ諸二丁＿一
・1㍗．・

　、

●　　　　‘

’－帰 q

｝
ず
・
等

　
　
　
　
ー
ー
ー
ー
緊
賢
急

「

4
菌
」
づ
「
」
唇
“
曇
謬
驚
皇
r
～
2

「

　　　　　四
一．＿ @　　　　　 『・ @；

　　　　　！
○

　　　　　1

．　　　，

・．
D『

@1．．

　●　1

　」ρ　・・　，
、’ ｾ

●．．

亀．

‘

▼

鮨

「浸　　　　　　　　　　　　c

暫一 ’甲F岬齢一歯－鱒「 @－一一騨，一一　●一7　・一‘噛一一．・ ．　・　　｛　　「一．”　一　　　　』●　膳’噂一●　一・→9一　　　　　　一・，L　一、・　　　＿　＿．一．＿●＿．．

噂，

辱
●
●

9r　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．｝o　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・．，　　　　　中一一　　　　＿　r｝　　　＿閏■

@　　　　　　　　　　　　　　　、
．叩 7τ． ， ・　噸・　，　一　　　　　　，一　■　r一一甑　．●一．＿　・●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し．

帰　曽　　一・，，一　’　　　　　　　　　　　・7　　．　　　　　　　　　　　　　　，
，一－ @　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．｝．　．　層　－一　響，　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一噂＿塵

一　　一　需

L　、　　　　　丁　　　　　　馳

@－穿
D一鱒一●，一一　　■■　｝一　一

　　　　　　　　　　■　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　一　　　　　　　■

@　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
@　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　層↑
w　“一齢　．，　9　．　一　　一r4，P叫　r馴　一一一　＿．咀一，　噂　一昌騨鯛 伸’』一一”叫一 @’　　　鼎’…一　　　　圏一レ　　　　一一一一・・一．一一　　　　一・一　　　　　・一一一＿一蟄＿嫡　　　．、r．・輌一＿＿．．．＿　　　　●＿申一●．

　’
ｳ　　，一　層　一僻　　，　　●■，．　o．隔　r　「　　一 ■師　　●　　撫

，脚一　　一

@〇

一‘一耀い@瞬・「’　『．．騨一　　　一．．r．・一」一一　電一一瞥一軸・　一・＿．．‘，・噂哺　　．．ヴ＿一．一　　．，一．一｝一・．＿，
巴4「’ @一・胃　’．　　’・一一．　一　　　｝’．　，一一，，r’『一■響』一一・・　一転・・　一ウ降　　　　　　＿，璽　　　　　　　　　　」．　　　　＿噛喝一．．＿＿　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一一　　一一

@■

．一

@　，@　　　　　　　　　L
，
h

｝■■一 ”p騨一’”一，．州陶 @　｝繭駒輔’曹一」　　一’．』’．｛．，一’－　　r一層．”，・r卵　一り　　一り噂　・一讐●一一ひ・．　甲r，　　・．．一一．一一，、．＿　　　　＿＿．、＿誌＿．一．＿＿　　　　　． ，　　　　　　　．　q．一　　甲　　　　　　　　　一，　の　｝鞠　幽．7　　←　　　　　　．

@　　　　　　　　　　　　　　　　　　　6臨
’

　　P一@　剛
ﾕ
　
o一　　　　一 鼎 弓「　　．　　曾’一 噌． ．，【 @．冒・．■一’．一●　　　　　7　’‘　「9．．h　P－冨・・障・一－　・一．，．一　　　　，…　一¶一噂　　　ψ・曹　　　．曽＿＿，尋　＿，＿　．、．

5
ひ

曽P

黶･　7　．　噌一． 脚■　岬

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「」　．，
@　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　亀
黶@一　』’”7▼噂’，噌『一’一”’曹”岡「’一　四喝一．噛’『．一一　嶋『　，　－噂　　　　’n　　一　　　　一・・▽一轍・　　　　一一．・・一・，、●一．「　一，句ゆ＿　　　　O＿＿＿＿

一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一

5
L
1

幅
，
　
，
鱒
一
　
　
」

匹

‘　　P
一」 一一．曹，．一一一一一 @「「一　一一　　　　　　　L一　　　　　　　　　　　　．．申層，＿騨鱒　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　r＿＿　　　　　　　　　　　　　　　　　　　卿●

’
炉

　ρ　　　1

怦黶@一■←
　一
垂潤C　　甲　r．

　　　　　　　　燭　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　7．

@　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’@　　　　　　　　　　　　　　レ
ｰ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，

一←o一・　　　　響幽．　　　　　　　　　　　　　　　■

@　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　曹7

脚
・

「

伽髄　　　　　　　　　　　　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

甲■「 ●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　“一，．　　　　　　　　　　　　　　　　　　塵　　　　　　　　　　　　一

@　　　　　　　　　　　　　　　　　●一●■一■■■■曜「一■剛一噌　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＿　o，　＿

「i

7
，　　，

A　　　　卜

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一，　　　　　　　　　　一一　　　　　　　　　　　　　　　輪　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＿

o

囎．L 一一嘲　　　　　　　　　　　噺一・
卵　　　◎

1
’

「　　’

@　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　oD　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

噸

■　1　　　　　　，

　　」．
D　　　「

@噛馬1　．●　　」

，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　魎

@　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　　　　　　　　　　　　　　　‘」@　　　　　竃　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，　　　　　　　　　　　　　　・・　　　　　　　　　　　　　　　　　　隔　　　　　　　　　　　　　　　　F

　　■

@1
，‘　P　4

「

1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　曾

@　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「@　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●@　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　　　　，
@■　　　．
@　　　　　　　　、　　　　　　　　　　　　　　　‘
@　　’．　　　　　　　　・　　　　　　　　　　　　　　ご　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

U●

鴨　．　●

5　　　’，h」　　●

　、

C　　　　　●　　　　●

．　伽

e．

@●

　．　　．　　　　　　　　．　　　　　　　，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ
}　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　L

@　　　　　　　㌧@　　’　　　　　　引　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

＝@　　　　’

v』」＿・　　・　　．…　　．　・　・．　　「　　。．　．　．．　　．　　．　　．　　．　　．　　．　　．　　．　q
r’

．・

R．1

＼．’　、．響

譁ｦ．◎．，．・

∵」．，恐．一…㌃∴窓．．



ワ
’

’

　
　
’

　
～
、
．
」

』
、
旨
’

しし

’宵

‘
戸

馬

1’

「“

∫も

ら「

』
ノ

Fユ

’

、

、

．
’

岬

‘

〆

　
　
　
　
」
　
」

ぜ
ひ
」
‘
ト
レ
「
－
p
曹
6
，
‘
ザ
ト
」
↑
診
’
P
p

暫

畠
．

β
　
　
　
、

　
　
　
’
　
　
　
、
　
．
　
’

ノ
レ
野
．
F
；
郎
γ
＝
髭
ぴ
ご
i
置
㌧
n
’
呵
，
蟹
【
「

戦’

’

噸

，

，

ド

，

、

’
　
　
　
も

，

b

8

，

一
　
　
じ

　
ト

　
　
　
　
　
　
唖
楠
「
．
　
◎
、
　
　
㌔
・
’

』
鴨
p
　
　
　
、
・
尊
　
　
。
　
　
　
　
　
》
「
　
　
，
　
　
’
甲

レ
電
F
’
‘
塾
ー
ー
些
竃
レ
「
も
し
貯
一
“
b
㌧
匿
一

「

馬
齢

｝
・
　
曙

飼」

伽
’

　
　
　
｛

伽
ゆ
「
7
曜
γ

∵　　，　一　　’～

　ぱも　　　●　　1　　　　　　　’

　㌧だ躍5∫
　イ1一∴　　・
　　i　　　　　　　　　，

●一
’

●
、

●

科学技術庁　・
’　i　’　・．　　●，　．　　●　　”　　 ●　●　●　’

ρ

のハ　ロ　ゆひヒリリのしレの

■

．、

一剛マ幡晒噌　｝一，

　　　　　　　　　　マ1撃し1クー＿＿＿．こ」⊆う．．＿＿●

口蓋一あユ」ノ球～乙一、

　
り
軋
）
て

」
　
…
　
「

葛
ノ
分
四
二

マ
ー
↑

　
老

’、

～
∵
㎝
於
｝
旧
い
4
ゴ

」
ざ

｝
二
｛

♂
を

ワ
　
　
・
…
拳

　
．
　
　
，

、

韓

一
⊥
』

扮
幽
よ
†

露
わ（
滋

」
一
躍

こ嘉
虹

翌
・
・
ノ
7

　
・
？
』

窯
二
三
墨
L
ヂ

ご
　
　
タ
ド

瓦
系

　
π
、
幅

づ
郵
‘
。
…

　
ヨ
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

　
　

へ

沸
…　
．
｝

！
｛
・
『
』

　
　
駒

’

　
㎝
　
｝
　
い　
」
ざ

　
｝
二
｛

　
♂
を

ワ
　
　
・
…
霧

　
リ
　
コ
　

軋
）
て

」
　
…
　
「

葛
ノ
分
旧
び
鳳

、

望二三、童
　
↑た比4ナ

⊥
』

（
滋

」
一
躍

姦
虹

翌
・
・
ノ
7

　
・
？
』

窯
二
三

同
一
押

ご
　
　
タ
ド

ニ
ニ

フ
、
一
，
f
－
f

　　　　の

麺阿山毒トユ主上∫撫．一！瓢濫立L二の》 う
、

∵
ゴ　＿＿＿＿＿

・∴二三≦∵嚢飢三山簗ゴ鎗辻三しし磁鰯」並二

一｛｝飼一
圃一

　
臥

皐
蒐
　
　
ロ
　
、
7

＼
｝
　
　
」
灘妊ド　戸

’

’

▼
の

u
’
二
～
一

｝
γ
丁
一
…

　
じ
　
甲
　
｝

　
・
一
一
　
・

ー
ー
1

’
榊

…
．
　
二
『

、

「

’

’

」

も

’
σ

　
　
　
叱

　
へ
．
・
　
　
．
，
　
　
　
，

　
　
　
　
‘

　
．
マ
，
・
¶
・
『
嘔
　
ふ
し
、

’
註
ご
竃
・
」
乙
一
ゆ
「
：
・
一
ζ
「
一
！
髭
一
’
一

、

f

」
「
一
1
」
レ
し
一
・
匡
碇
し
，
p
ヒ
ー
9
7
し
一
」
一

ら
馳

b

’

ρ

，
」

’

㌻

ゾ
・
ヒ

「

レ
’
L
論
説
髭
零
下
ド
凄
ー
ー
し
罫
拶
F
r
卜

　
　
　
　
　
　
’
　
　
　
ノ

、

’
∴
　

・

　
　
　
　
　
！
　
　
　
　
層

「
、
．
1
1
’
U
・

　
　
　
ト
エ
　
　
コ
　
　
　
　
　
ロ

　
・
算
5
　
　
　
．
ヤ
・
　
　
闇

・
声
・
二
硫
噸
・
　
．
宮
’
∴

　
』
，
．
晶
L
、
詩
剣
忌
，
地

∴
▼
「
’
、
、
∴
〆
∴
い
∴
、
　

　
　
　
　
　
　
　
喀
　
　
’
　
　
　

，

　
　
　
　
　
　
　
一
・
　
．
　
　
　
’

　
　
凸
Ψ
　
　
　
　
　
　

卜
，
　
　
　
　
9

　
　
　
　
　
　
、
滞
．
捜
．
亭
♪
隔

．
　
　
　
　
　
　
　
・
　
　
‘
、
滝
噛

　
　
　
　
　
　
：
’
鴨
」
・
．
、
’
レ
・

　
　
　
　
　
　
胴
＼
．
＼
ド
臥

　
　
　
　
　
　
　
㍉

　
　
　
　
　
　
．
、
＾
、

　
　
　
　
　
　
、
β

二：．．　　　㍉’
　　　、　r　　　　　　　　／
f　　噌で　　　　　　　　　　　　

　
　
　
燭
、

奪・
乙

　　，

p■’　　●　　一

一『@　　　　響

∵1…1∴ll二’ s，
　　　　響r陣r鯛一■L　　　　6噂學噛・■一」

ごト　・

プ7｝　一

　1・
　，　煽・

　≒’

　．’；”．

・

’

’

’

し
朔妬

　
一，

向

岡
中
儲

φ

q亀

レ
　
　
づ

㌧
い
、
一
，
＾

け
」

’

　
　
　
　
　
ζ

　
　
　
　
　
　
印

“
、
γ
ス
・

　
’
　
　
　
　
“

　
　
　
　
．
∴

　
　
　
　
　
一

V
顧
，

「

r

4
　
　
　
　
、
’
　
♪
へ

　
　
　
、
　
　
（

ワ
’
『
’
　
4
二

’

、
　
㌧
・
（

　
　
、
．

　
、
滝

、
’

」

、

’”46ム邑しロ㌔
9
」

ζ

’

4　　　　　　　　　　　　　　　 覧’ @　　　「

　P　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一亀　。

一事訪用紙3膏．ω一・・．　　＿
A　　，～　　　一　　駅…　　　　　、　、’　　ゆ
　　　　　　ほ　　ヤ　　　　　　　　　　　　　ミ　　　　　　れ　　　　　の　　　　メ　　　　　　　　　け

いも　　アゆ　　　メのし　　ヘ　　　　ロ　　　　　に　　　　　　ひの
bハ’亀一’・’一ン’　ド更　 詩’一’
　　　　　　カ　　　ロ　　　　　　　　レ　　　　　　　　　　　つ
　　　　　　コ　　　　　ぐ　　　ゆ　　　　ノ
・　　1・　，　・　7　　　　　、’　　　‘　二　，　　　　　・
　　　’　　　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　、’・’　　　　　1顧レ　し　・・2ρ　・　　　　」．「　・㌦・」，’㌦，へ臼　　　・　　　　　　　’
　　　　　・　　　　’　～’‘，・㌧・　　’　　，　　　　　　　5　サ　　　　　　　　　　　　　唱　　　　　『　直　一　，」　　触‘‘・．．　　　謄・一　．一齢ト・』　ノ　■

＝＿＿＿一＿．．＿＿＿＿＿＿＿＿

B　4　（257×364）一　・

」

’

　　　　　　P　　r
　ノ・　　　・㌦　…　　1へ
　　び　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　タ

　　　6　　　　‘二＿　　　　　　　　．

∫

争

b

．：、

4

．　一、　　　　　　　　　　　　　　　　　　！
季　　　一9　　　”　，・　　　’　　一曾f『
　　　　　　ほ　　　　　　　の　　　　　　　　　　　　　　　　　　ナ　　　ロ　ず

∫　　　　　．　’，，㌃　　　　　∵』
　　　　　　　　　　　　　　ね　　チ　一　　　　　 ・　　　ご、　　　　　　’㍉一1ψ　6　！＝ム．．＿＾占



，　8

●∫ ●　．．
○　　　　　．　▼

’

9

・科学技術庁

）

C

｝∴

り　‘塊・ ’
孝
♂・鮪lll！と，一5」璽」 の，，’ ｿぼてちぞ．・漆ぐ多・

つ　　　噂・　　　　　，，
／・く　　ピ　　　　　　・，

’

●　　’
1広台．あ5・，滞麺翻身ヒ畜々○’物極の撫ブ あ十一日

F　　　　¶
’　　　　　　　　し　　　　．

ム賓一白鎚…囚毎’r膨の乖’崎蔭循4迦巳蓬．q　　　　　　’　≒廊1’
@　　　　　　　　，儀　　’つo　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ψ

v～ζi翫工≦・・　　　1ト．；　．・亀　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　　　　　　．．

hイζ・塾レあ七）ユ＝一行遡叫丞安拠っ・12L
．　　　　　　　　一　　’

●

∴彰，覧 m …歪布（夢卑訟ち憎憎憎いまし止真・し
’　　　ノ

つbゴハ∠i＞童②し、．塾寡℃・
噛＿　＿」

　　　f
n　「

∴∫
Rコ獲基盤’2一’ピ　　ニ’セ多く

一　　，　噛

窃；紀bユ盛＿白州≦4璽i奪回遡是．／解

、，

I簿乙1 4層－孝瞳治績学級重鯉母辱1
し　　　印

、　　　　レ

’十剣翠1葦島季f麹拠ζ掌巫4．も急き一壌華 97魑 f
・
n
　
　
』
、

∴　　　層　う　’　　　・

　　　＝　マ　．　鴨　　　、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　‘
_r　．馳

A
’　　　、　　　　　　　　　　　　　”

1』

@　大

＿』一　“ 　　　　　　　　　層吹@　　　　　　帥　　　　一「　　　　　，

‘

・　　　　　隔：F・

・

層．一 ＿一L＿．＿＿．．．一＿＿．L＿一、　．

『「二叩 一「r

一　　　　　． －－　雫　｝　一　　　・一　　F｝　一　　　　　ド　　卿　　鴨「暫．　一　，　り　　　層　　一　　　一　　「　帽一

2
」　＿＿　　　　　　　　　　　．

一一一・一一
u一一一一

；　　　　，　　　　　　　　，L　一Qb．「εs舜・逐・二六『L2恥　　　　　　　　i
’　　　　　　　　　．

・　　　　竃

，

9・「 @　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　藍　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

@　　　’一蟹壕」1三，漏斗・ベー・L一レ亦茶g
@　　F

‘避・
！　層

@　　　　●r．’　　　　　魂．・ 」卑ζ難葦工ク準ヰ“　　　1
》　・1．・二｛’　　　　　　　　，　　　　　　　噸

嬉　　　　　　　．　　，，　　騨　　　　　　　　　　　　　　殉■階

・：9・オ蛾血毎烹外の厚 編笠鍾謡翠峯茎ユ皇聾》
．　．

噛

琳遡璽躯幹輩翼～、纏瓠つ％肱論いヂ匹
翼弓冠め、・・一己i旧記逡？1｝・互贈1そ済「・お・卑『・

」

、一
ll＼⊥1滋・∴1・∴・一＿，

／
．B4（257x364）　9

．
　
一

で　『

、
．

ノ
4、昏



ヴ

●

ぴ

ρ●
、質

、
二
、

．
誓

！
．
（

　
（
つ

、
’
（
刷
、
》

　
り

∴
＼
、
卜

、
∴

’

気

「

づ
｛魯

葛
↓
、

メ

，

’

㌧
、

ラ0猷
」

7下
し

三つか（し
◎
一
チ

ρ
f

窃
’

　
鞍
．

　
或

．

冷易

．
一

■．
▼
7

㌧

㌔
タ
弄し
し
．

’ノ
）L
卜
～
磁塗
疇

融
＼
箒
い

　
運

」
み
’．
露
．
岳

峯’
・．

ｹ
「

．
〆
〆k

’

3い
．

乃’
ド

ら
　
「

の

ンレ．了
、
珈

ン

頻，，
f

・
〃

メ

’

」
：
・・
W

’

、
♂
耀

し

詔
ど
　
熱
寸
鉄Z》一

4
酒
＾

一馬
「

6

　
　
f

’
　
　
・
一

　

．
ン
笏

　
饗
’

　
唱

い
，

づ
．k

、

所㌔
め

、
叛

巳
一
『乏．

コ
’

州 ’
ダ

〃
一

　
ヒ
一

　

％

心ご

愚ユ
・
パ々、ブ

‘κ
啄1〆老バ

鳥
fq了

μ

七
・
つ、

O

’
●
　
・
　
、

彦
レ
後

o
o
■

葬
、
霧㍉多
ヴ

銑煽
「
ξ宅

お庚1
し

r
の

盆
・
¢
、
歩

・
ク
“

　
墾
、

量
ミ
・

h
㌻

へ．

チづ↓軌
か9

●

ぞ
’
・
び
・
9

㈲鍔元鯛
’

∂

㌃
：
討
二

β
　
∴
・
ノ
　

♂
5
㎡
。

’

　
　
　
　
　
　
　
　
　
’

　
　
　
　
　
　
　
　
　
’

　
’

」

ヒ
「

．
製
・
．
，

　
鞠

顔

・
，

●

　　　，へ

　　／八
　　／．．、　＼
　ん，．　＼
　／ご…ジ＼
／い∴ヤ轟∴∴A
　　　　　　へ
なゴ　　　　　　　　　　　コ　
・・ Q　．　一’九　．　　㌧

ら r　　怯　　「㌧　　．　’　　　● 1一
匹

科学投術庁一・’　　　「、

9　、　　’　・　　，

C　　　　，　’

一　　　卜d　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　引　　　　　9　　り　　　　　　　馳

@　一　　　　1　　「

●
’

馬　　　　　，

@f@　・＾メ@》ρ1　つ イ者多z殺！髪
、 ／ノ多ム　「

＞qよう慶
馬●

引出構5

’：1∴　　：叩曜ム・
　　　’ρ　o汐ブゲ， 葛．r多多ラ　　ノ　　　　　， し，ノ・ 冷＞16

ρ
蓼施ノ 　　鍵

_・磯＼㌔・　　、

、も’ 5聖　　も　’
電
　
　
　
一
　
’
「

」

●

、

‘　渦　　　齢

@　，ﾏ

易・一 多し（＼．．かっ・r鵡£弘あ一山〉募《拡 ＝の．．“動’

8
9
．

’1一爬・∵t　　　　，　　　　　　　，

，二品或虚一， 窃争
㍉

い
貌
ン
1

・㍉姦 がゼ馬，　　　　　・

　隔
E
：

　き@　　員ﾌ　　　　，

@亀f
　　　’N　　　　　　　　　　　　　　　　　，

e

’

σ

■

▼

’1 謙有，憂之識努；・’
○

．　一F　　一’ド　’　　　　　　　　　　　　　　　　6　　　ず　O　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l ず　　　魯　、　　　ヤ　ヤ’

　　　～v　ダ　　　　　の甲　　疇

殉

’　　　　　　　　　　　　　　ド

@φ

「

し

，

．　　」　　　、

、　　　」・”

@「

海…， 岳露’｝・

倒。感盛．＿鏑
6

レ‘

一 診 ’一G；3
（菱

し

’　ら ’

＾　　9

，

、∴嶺いk二二高節ノく．ムー」鐙 1く
　　　　　　一一@　1g印象助を彙劉冶　

多
3 一、’ h

、　　　　の　　　r

i　　　P
　　　脅
ﾏ

‘

”・と！レ≧泌滋裟週象鯉聾噛ふ21 弓θ3査、
暫

｝
一

一　珍忽，
〃，’ ＿＿ム∠』］σ 卜書ゴ
o

へ　＿．二　・　　耀

｝ 「　　　、
’　　　　“

o

ゐ

一一－嶋胴●一一　　岬一＿一H印噸喝　　＿　　曹

二

　軌　’

ｯ　kφい． 「
、

馬・’
φ
「

●　　　．

り
’

て7
　、　　．　　　　　　魎

ﾄ　　　　　　　　’　　　　　　，り・．　’　，

@　　ρ
　　　　’
@　　　1
P

’

／ 周

、1・．・ 　　　’黷ﾈ・つ≧ ●
一
二

一ズ’甲

f止め　　一・㌔一 lL童金着簗ノー；、
一

奪二．」≧塾　　＝2ニ…し　＼　乙、　「・～≡粂〆、

「　　　　　　　　　　「
尊

戸」
o麟K湯あ瑠るイ渉、 u参’

亙刺～7塾R
，、多

L

’ン

レ【ρ

，　，
」

●

ゐ

一

’

も

、’ I第 あっ；豊後レ・i勇 ㌧佐～乏
▼㍗

・　　　　瓦 ’畜 つ．

にi％≧隻う 吃房〆フ分一
●ら　　　　，

一．

，

～

’

・

．1、

「

，●　　　　占

ダ

　　一f　しわ祀 ’が＾価 ’クz重2・．陰 　‘D玄監1＼’ い3益塗コ甥 碁＼ムぐノ
●一

3

， σ

し

■
、

亭

の，

C

一

「

・了q亜型〃威に1♪；一・、蟹裂十三遊壌」 ＼勧 蓬侵介読
、

・∵　後，彦一・
つ瞬2誤り4与

「
二

曽

｛

’　　　　6　　　　．　　　レ　　　　　τ

@ド　．
撃「

〆
望

●

’．宅し， 煽霧窃鴇葬弱 、乏い一諦者雛’がつ 旧い覆“kそ男一＼きしL， ’シ

●

．▼ l二ジ売 　’ 　　’ﾟ云う家．＼・
●

老一騨〃（胤看
●　　、

ゑ‘～．
・

’φ　，　　げ　　　　　，　　　　　　r　　　　　　　　　　　　　　　　　声　　　　　　　　　．

@　　　●
r　，　　，　　　r

し　．
ら

，

●　　○ 　　　　、ﾁノ’し’��D一撃赴
一

嚢ン版騙＼イ急 7拠隷＼
、， ﾔ霊φ一一 ｨ葱チ髪1君ゼ勧ン1書胎，費ゑK

しノ
こ工 一へ　43 凄 亀薦・

　
事
務
用
紙
3
号
（
A
）
’ 　　　〆　　　　．

C　　　　　　　　　1・卜周
・・@㌔ 剣” 1

’ B4（257x364）

、
、

曳
き

、

、
、

、
叡

、
、

監
、
、
‘

噛

～

o



　　1

1‘．．∫レ・．

ド、　．∫
1
「
1
∫

ヒニ・「

に・恐

、

一，

r
b　ρ

一

P

O

ゆ　　．

o．

・　　　　．．

●

．
泌「

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
隼
．

一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．

■
　
　
・
　
　
　
¶
　
」
　
　
　
圏

7
｛
ど
、
0
’
．
輔
．
圃
一
　
．
．
　
　
．
　
　
　
．

し
し
．

易
．
．
・
．

「
（
言
　
．
．
汲
」
0

．
「
．
　
　
一
・
「
　
．

7
．
・
　
・
　
　
　
．

ト
　
　
　
．
　
　
　
　
『

噛
　
　
　
－

．
－
．

－
　
　
　
　
　
　
　
　
　
¶

．
　
　
　
　
　
　
　
　
■

9
」
＝
　
　
－
　
、

．
　
　
　
9
、
　
　
　
　
　
’
　
　
い
　
　
　
．

．
髪
、
　
　
　
凶
　
．

）宏

w
，

・
・
．
；
　
一
－
．
・
二
』
．

1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．

．
　
　
　
　
　
　
　
　
1

・
．
　
　
　
　
．
　
一
　
　
　
　
　
．

　
■
　
　
　
　
　
　
　
．
．
・
㌦
霧
即
．
　
、
　
λ
、
　

ゴ
サ
　
「
．
、
．
．
屠
．

・
・
　
㎝

・
●
一
．
恥
．
，
〆

T
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’

・
一
．
｛
．
．

「
　
．
，
．
．
　
　
・
　
　
　
　
』
　
　
　
．

．
　
｛

一．

黶
v

．
｝
．

・
－
　
噛

．．

D
．
わ
、
＼
　
、

．「

x
・
．
・

、
．
　
　
．

．
　
　
『
　
　
　
　
　
　
　
．
　
■

」
　
9
　
．
・
　
　
．
．
．

．
，
層
、
φ
↑
「
．
．
一
，
野

、
．
’
．
「
ゐ
．
　
」
　
　
　
　
h

D

，
層
」
謄
．
　
　
　
“

ト
　
　
．
　
　
　
　
　
　
　
p

げ
　
　
．
　
．」、
．
副
．
．
・
　
．
」
，
幽
　
∵
，
　
．
圏
．
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
』
　
．

，
　
　
　
．
　
　
　
　
　
　
．

」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
　
　
、
　
　
　
．

．♂

@
　
　
・
　
．

唱
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
6

4
　
　
　
　
　
　
　
、
．
　
　
　
　
　
　
』
　
　
　
　
「

航
　
　
讐
　
‘
，‘

　
嘔
㍉
．
ン
．

噛
ち
．
．
．
．
ヒ
．
，
』
指
タ

「
．
鴨
・
！
‘
　
　
　
．

・
．
　
窃
．
し
　
　
．
「
　
　
．
　
　
　
　
’
十
参
，
γ
　
　
　
」
一
　
　
．
．
．

；
．
牽
．
r
脚
、
．
必
ヂ
，
［
，
ひ
，
，

『
』
　
　
　
　
　
　
－
　
．

一
．
炉
曜
、
’
詫

・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
」
　
　
．

’
　
　
　
　
．
　
　
．
　
　
．

・
　
　
β
』
　
．
　
』
　
　
・

．
　
幽
　
　
　
　
　
．
　
　
．
「
」
　
　
　
　
コ
　
・

．
　
匿
　
．
1
．
9
弓
　
、

■
　
　
　
　
　
　
　
－
　
　
　
　
　
　
．

．
　
　
　
●
　
，
　
　
．
　
　
．
一
層
　
．
　
　
●
　
　
　
レ

F
　
．
　
　
　
　
　
・
　
　
　
幽
・
　
　
　
．
，
　
．
・
　
幽
　
’
　
「
　
．
　
・
層
．
．
　
　
’
　
．
「
～
「
’
－
　
．
9
『
　
．
．
，

、
・
　
　
　
　
　
」
　
’
．
ド
　
．
『
q
　
　
．

響
　
．
　
　
　
　
．
　
　
凸

．
　
9
　
　
　
　
　
　
　
　
．
　
・
．
　
　
．
』
～
　
　
「

名
、
㍉
．
．

f
．
．

F
・
，
　
　
　
・
　
．

．
　
　
　
　
　
　
　
　
．
．
　
　
噂
．
　
　
．
．
．
　
　
・

『
．
」
　
蝿
　
．
「
．

へ
　
・
　
　
　
　
．
　
　
．
．
　
．
哩

炉
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．h
，
‘

．
　
一
．
．・
．
∴
　
・
』
・
∴
．
．

之
」

．
　
　
　
　
’
　
「

∠
　
．

．
　
　
　
　
　
唖
　
　
　
　
　
’

．
．
．
　
！
　
　
　
「
．
　
．

．
．
「
、
」
疹
・
・
．
一

．
　
　
　
　
穿
　
‘
▼
　
　
　
　
　
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
r

@
　
　
　
　
　
　
．
　
　
　
甲
　
　
　
．

、
　
　
　
　
“
　
　
　
　
、
　
．

「脚

h
』
　
　
　
　
　
’
』

・
　
　
　
　
「
F
　
　
　
－

．
，

．
　
．
　
・
　
・
一
．

．
　
．
　
F
　
　
　
　
　
　
　
●
　
　
　
　
　
「

．
　
　
　
　
．
．
　
　
．
’
　
　
　
ト
　
．
．

．
　
　
　
．
・
　
　
、
　
畠
7
．
　
．

．
　
　
　
．
－
」
角
　
．
　
　
．
．
一
　
　
　
“
　
　
」

．
　
　
」
．

　
　
　
　
　
．
．

』
F
　
　
「
　
　
．
　
虻
　
　
．

、
　
．
　
許
、
抽

■
　
　
卜
●
　
　
　
　
　
　
　
　
「
　
　
　
．

○
　
　
，
　
ピ
髄
　
　
　
　
　
　
　
．
．

’
　
　
●
　
　
　
　
．
’

●

0

圃
　
　
　
　
　
　
　
．
　
　
　
‘
　
圏
　
　
‘
．

◆
‘

○

完1、



　’、　”　　　　　　　　　　　　　　　｝　・　　　　　　　　　　　　　馬　　　　　　賦　　レ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　響　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　”　、　　”@コ、　　　　’　　　　　　　　　　　　　レ　　　　　　　　　　磯　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　o　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　尋

@』二　．　　’　　　　ノ　　　　一・　　’　　　　　，　　・　へ　　　　　　、　　　　　　　　’　　一　　　　　’　　　　　　曜　・
諱c▽∴縮．ジジ6：∴　，一’・・，∫甲、’へ，∫lP　、ご　∵　．パ　　一’・”　　　　．∴　　’、1　，’．，’　，　’

W硝想腔’，・一一ご　㍉・　：一丁毫技寄庁　㌧　　　　　　　　　　　＿」胸曾　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　”

∴掌∵●噸●●”● ｾ分
●　口＿＿　．

．＿＿＿∴．一＿＿．．＿＿＿＿

　　　。．　　　．　　　　　　　　．　　　．　　　・　　　…@覧　　　　　　　　　1，

@　　　　　　　　　　　　　　，@　　　　　　　　　　　　　　　　　　’ﾏ　　　　　　　　　　　　　　　　　　●
@　　　●．一＿一

@　　　　　　　　　　　　．@　　　　　　　　　　　　　　L
@　　＿●酬■閂F一一一　騨噛一　〇　　　一脚　ρ・r　．“一　　一r門一φ一櫓　一｝璽

@　　　　　　　げ@　　　　　　　　　　　　　　　伽@　　　　恥　　　　　　　　　「

@　　　　　　　　　　　　　　＿　　＿一一＿＿＿＿よ@二一一…盤’璽一一一一｝“｝剃辱’一一伽

@　’@　　　o@　　　　　　　　　　　　　　　　I@　　　　　　　　　　　　　　　　．

@　　　　　　　「

　　　　　．rアー｝．＿＿L＿

@　　　　　眠
Q一一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　曹．｝9一　｝一　　「脚

@　　　　　　　、
@　＿＿一．二．．＿＿＿

@　、

@　　　　　　　　ヤ4．二。　　　　　　一員　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、，．　一　　＿一．＿一＿．
@　∵一　　∵『σ一”｛　一9一幽一 鱒轟一一”申『｝’㎝－ ＝g一『”一一一『嗣一一▼　｝一

@　　　　　　　　　　　　　　、
　　　　　　　・
u

　　　　　　　　　　　　　諭締磁灸次＿＿，…＿　　　　　　　　　　　　　　　　’　　　　　　　1　　　　　　　・一　．＿雇嵐冠鋤強必鉦．　　　　　　　　　r驚　　　　　　　　　　　　げ　　　　　　　　　　　　　　　　　←　　　　”

　　　　　　　　　　　　　　阜■，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　　一　　　　｝　一

@　　　　　　　　　　幽しへ　　　　　　　　　　　　　　　、v血習慣一抜翅三つ一＿一　　　　　　　　）｝一　　　　　　　　　　ユ　　　　　　　　　ヲ

P・3　　／7　・
P　　　・　’　噂

P　　、　　　　　　，》　　　　　，　　　　　6　　　　　　　曽

＿＿　一4一●　　，　’　●φ＿富冑　　一　　　　＿　一一伊”一　　　’　　　　　」〔　　　－　　　“　｛　　　一」

@　　　　　　　吟　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「
@　　　　　●一一　　　　　　　　　「

@　　o
@一　曹　　◎

　　　　　イ　♂り　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「

黶vユ勲2：2班膨二尊三．一．．．　ノズ　　　　　　ノ　し・㌔

’。，《Lρ6・八ζ・～．　　一　　一　一一　一　　　一　　　一r　　　，　一　　　一一一　　一

．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　駒　　　●　，　　　　　一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　・
@　　　　㌧α戯認＿≠…蕪」ぬ．4，

齠ｮ嬢醤角、’一　　　㌧一　三教．，

@　　　　　司

一脳橋＿＿＿一　　　　　　　　　　　　　　’　　　　　　　　　　　　b

　　　虚遍匝な：三一　　　　　　暫　　　　　　　　　　　　　　　7　　　　　　　「　　　　　　　　　　　　　「一　価　　　一　　｝　　　神　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　甲一

@　　　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　‘

@　　乙7　　●．
一晶　　一層↓　＿＿一＿一曜瞭 o

ご醐丞ラ：護認乙麺＿5；Zi二．＿1咽

D、

@　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　卿
@　　　、@　　　　　　　　　， コ

一ナ　　　　　．　『一一　噛學一　　　　　　　　・

@　　　　　　　　　　ノ@　　　　，

@　　　　　　一一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一

@　　　　　　　　　望@　　　　　　　　o　　　　　　　　　　　　　　　　　り

@　　　　　　　　　　“　　一

で一一7＿＿、…＿＿一　＿墜孟　　　　　　ら

黶x端紅ユ蜘拠軸ど、二二、」絃凱　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　f　．・・’

@・て鑑滋麺滋真一1≧二一
@　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・’衡量

＿＿二　　＿爺＿．　　◎

@　1一

　　　　　　　　　　r
@　　　　　　ぜ
@　　・・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一

｡　　，
@　　　　　　　　　o　　　　　　　　　　　　　～

@　　　　　　　　　　　　　　‘@　暫　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「

b

輌　　　　騎
@　　　　　　　　　、
@　，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　愚
@　lp　　　　　　　　　　　　・　『’　　．　　　　　、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ψ　　u　　ぐ　　　　馳　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，

@　・　　二．　　＝」」樹高＿瞥

　　　　　　　　　　　　　　　｝@　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，@　　　　　　　　　　　　1
@　　　　　　　　㍗
E

　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　．　　　　　　　　一　　　　　．
¥　　　　　　　r　　　　　　ダ
f・ ﾐ　　一6　哩　凶がごゑ姦 一差

一　　　一

@　　　P　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，

@　　　一、　　　　　　　　　　　ノ
6伽久

　　’

@o
@　　●@　　　　　，

@　　　●
v　　　　　　●

@　■

@　4
@　　　　　■

@　　　’@　「

@　「
@　♂

@陶
@亀　　　　　　　　　　　　　　　　♪

E　　　臨

@　　　　　b@：摺　．

@，

@置
@　　　　噂@辱
@　　　　　　，
@　　　　　　、f　「　団　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　φ

@　　β

u　　　　　　‘

@　●

@、

@　　　　　！∫

@　　　／・

@　　／
^
》
　
濯
　
　
　
’
　
．
〃
操
！
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
8
》
’
；
’
ノ
・
な
・
・
．
．
ナ
　
＝
’
㌘
　
　
‘
二
ご
1
ド
．
し
・
o
，
　
1
．
　
’
　
～
　
ず
つ
！
ノ
　
　
　
　
　
　
∂

＿一＿並蹴滋＿盈L24一二∬螂，
●　　一　　｝　　・

ω？鯉滋4ん

二二砿
@仁　　’レ　　　　　　　。ど　三二

噛　　　6　　　　　　’　　　　　　　　　　阜

A’ @彫だ餐嶺二二、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’@　　　ヤ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ρ　　　　　　　　　　，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　u’嵩　　　　　　　　　　　　1　　　　　レ’レ　　　　　　　　　　．

一　　一一　　　　　牛・

@　　　　　　　　　　　　　　　　　　＿＿＿＿＿＿一．一δ＿一一一’一一　‘“’白一喝フ　一’”：　’一一’

．．

C＿　　馬上魏二二働●＿・♂　　　　　掬り　　　　　・　’

　　　＿＿乙　　　　　　　　　．＿＿＿＿＿＿＿

@　　　　　　　　，A壇盤ユニ％二7

1　．「　　！
e　　　　　　　“
u　．　　　　　　　「
K　　　　　　噂

　　　　　’
P’

@　　　ギ『　　　・　　　r　u　φ　　　　　　　ρ　　　　　　　　　　　　●

　　　　　　●
@　　　　　　1・　　　　　　　必＿＿＿　ヤ　　　　　　　　　「　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●，

P一一訟鋤玖∴乙・7～塑燕¢一◎2職一£鯉…

k一一一一訟＿＿⊥し＿＿1底藍L一　　　　　　　，　　　　　　　　　　　　　　　　　・’　　　　．／　　　　　　　　　　　　　　「　　　　レ0　　　　　　　　　　　　　人ノ鞠

肉数量二四玄墨⊥　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　♂　　曽

誌．　．。＿一＿＿＿＿＿＿．＿＿

@　　　　　L

　　　　　　　　　　｝　　　　　　■
@　　　　　　　富
@　　　　●@　　c@　　～一｝虹コ雌’　＿づ」‘一

@申　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　甲　一　一　　一　　一

@　　　　　　　　　一

ﾂ

り諾へ 溜ユご逸と血ψ　　　　　　　　　　　　　　’鰍ｵ房　夕2・改似民　　　　　　　　　　　　　　　一　一｝　　　一　一　　　　　一　　一　　　　　　　　＿＿＿三一＿　　．亟＿撫　　　　　　　　　　　　1　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し，

@　　　　　　L∴∴4簗。瓢滋↓・瓢＿逸理非＿　　　　　　　　　　　　　　　‘　　ご

ｵ’凸

A∫．・

@　　　　　　　　　　　’．　　1’　｝　，・〔’

’路誤あ跳》一一淋財’ひ　　　　’μ　　　　　　　　　　　　　　　，
プ

佐？齢磁∫

@　撚三皇一

　　4コ萎を」＝一ヲ「でq一　　　。　　　　　　　　　　崎　　　・　　r　　’　　　●　　　　　　　　　，，「＝　　i

1　　　　’いれ又多、望コ：2盤

　　　　　＿よ．＿＿＿　＿一＿．＿＿

＿一＿＿ご＿．一＿＿。　　．．　＿＿　＿　　　　　　　　　　　　　　　　一一 一　　　　　　　　　　　　　　　　一
vゐ」・≦・．モム感㌧ペニみ“雄ノ階］L

　　　バー　　　・　　　・

齟噤?Dで
←『　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／・・べ　・　∵　く一@　　　　　　　　　　　　　　　　　／，ゴ；・，　’，・@　　　　　　　）　　　！ゐ，∵鮒・∵　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　チ

1　　　　　　　　　　　　　覗　　　　　～’

@・u　　　　　　　蘭　し

@　‘m　　’@　　　　5　　噌　　，
P　”
P　　．”
P　　　　　’
P　　　も　　　　　1
P∴　　レ～　導1　　　　　　．　‘　　　　　’　ρi∫　　　　、i，”　一　’ゼ1∫一　1　’

P，　　　　　　　　　　　、
�@　　　　＝　　　　　　庁卜　　　“’　　　　　　亀

P　　　り
P　　　一’”1　　・　　　　　　●

P　　‘　　　一　．
G幽　　　　　一
P一　・　　　　　　　ド聖

P／　　　　、　．噂’
P　　　　　．　　’　・　　　　　　「　　　　　，　　，　　　‘

鉛F　：二∵0．。、÷

・「1ゾ∵・’一昌∵・∠籔脳＼　　だノドノへ．・ �D∴啄∵・7
∴7・、　　、　　　　一　　一　　　　　　　・　・知．彪一・・∵鼠’ノ
謇J二∵．．．隷　．一．竃1．．．．．．▽∵㌶・認．3

D，∴二1ジ∵∴∴∴《ll一回∴∴ほ1　ごピ　弓p．．．τ▽



●
　
」

ノ

、
，

ズ
ゴ
V
／
．

ノ
若
・
　
ン

　
　
一
ん

弘へ、㌧l！：1～・

伶㌧ゴ
肉ヤ∵学5

覧’ @　、

　　・％一

　　・．・　1層：　　・－　＿
曽泳D吟あ、へ証銀戯の協払暁従う瓢くついマ

／，

．●

を

十二1

　り　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

、麹物指；膿φ
懲∴
e

」…一
τ
　
…

、｛

｛｝

｛………｝
，一一

℃…

…
■

一
噂一

｛

寸
4

・…

@
…
…
一

…
　
…
．

一
し
…q

ら
一

｛
“

～端

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　　がげコ
　ロ　　　　　　　　　　　　　の　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の　　　　　　ロ　　　　　　　　　　　　　　

動締　三鯉塑ぬエ」鉱ゐ濠ご賑謡一∴一＿勲懸絶岡三懸隔睾＿、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、ユ4』＿＿一避　　　鮪　塑血鷺　　　　　　　　　　隔子麺』鎧一戸劇

　　

@　

@
・
二

ー
ー
　
　
　
　
　
｝

　
　
　
　
　
一

、

一「｝卜…一一一一…・・一一

一’”『…一噤h｝㎜一’嶋’』｝…｝

＿＿＿＝⊥＿＿．＿．．L一一＿一二．．．．一．二．鵡幽．F断～三白1で1・＜一

＝一一． u・一一τ一「一一一㌘⊥一一一一一一一一一一7一：・一一一・一’一一一

’

一・一一一 ¥一一一一
　　　　　　．＿．＿甲．＿＿＿．＿一＿二＿＿＿一一＿∫二＿．＿．一．幽

一　一棚「

｛一

L、＿＿L享鍛蜷1－1
　　　　　　　§
　　　　　…‘7．す

，．＿．．＿
S＿＿＿＿＿．一＿＿，＿，＿＿＿＿＿一一．．一＿

”屍『噌 Uー……“｝一一’一’

。）・脚高凶懸一．．

　　　・L素肇レ

・◎．’ P

・ド■．、’

　
ヌ
ド
ト

イ8つ

』ゴ寸・．層

　　　　　　　マぎ一牽孫勤鱗年回晒．．．「
置・樵超轟「治＋＋＝一㌃・

’　●一一弼●　「

，灘［㌧

　　　4

　　　1．

＼汰　一・・一

二
塾
’為

蜘鞠象減船1職爾翼llニー

一瑠画論惣．．

．＿一国＿i量（病者ユ⊥、L＿＿＿ご’

・轍蜜確蜘畑田回田＿
　　　　つ
ロ

　　　∴・；∴・一∴．
　　　，卜、．一
的一 @　　　　『一1一一r‘判’靖一蔵一・．

　　　　　，へ

」輿場」画趣悠

　ろ・し

・，

k
鰯
｝
，
，
一

　
1
　
　
●

∫．書』

鍵』ピ

・鯛⑳

・・ D．事務用輝3号一q6） ・」焦、／・！’‘　「・

．邑，黛1乞∴…　，，・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　．一・1
　　　　　　　　　　　　　　　　＿、1．i

c∫噛1．ll；

．1 fl）．磁ク露、』疎・へ防三四歓・
　　　　　　　　　　．亨1∫層∫・（257脚＼冒

　　　　　　　　　　　　　　　一ゾ7：累ノ



、

、

’

●

c

，

：‘

1

レ

し

’

・∵　　　’

　≧　　　
し

，　三．、

　；

・卜，

　・∵

　馬　，

●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　甲

　　　　　，　．

　　ゆ　　　　　　　　　　　　し
，　　　　　　　　　　　　　　　噸

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　サ　　　　　　　　の　　　　　　　　の　　　　　　　　　

。

『　P　　－　　　　　　P　　　　　・　　　　　　．

→

’

〆

D
贈

℃

科学　技　術　庁

⊥し諺1議瑚
．よ一一砺　

『

　‘

　　　背墜鍔　　｝　’
　　　　　　　り　’¶一…’1一一一

、一．一六雄ぴ∴＿，＿…

　　　　　　　　　　　’

詠

匙

　　o　　　　　　　　　　　　　　■
　　　　　　　り　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　も一一薮・コ広財，そ：凌娑こ≧昼一一

　　　　　　　　　　つ・乞レく

．τ‘　畢

●

ρ

　
　
ノ

・
●

サ

　　ち
　こ　　　、ノ

，

亘

σ

‘

　　ノ

’

雌一磁甑ご一丁酬忘…尋…一
滋緬繊嬬劒．畑K一β趨《1．．，＿」

　　　　　　　　　　　＿勧工漉ンで」
　　　　　　　　　　　　ぐ　　　　　　　　　　一（鞭糠ゑ湯島5タ）9貧

　　　乞1＿～＿．12顧蓮驚治国晦

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　㍉・一・一一一一＿．　．一＿＿＿　　，＿

　　　　　二～十二一一…トー…＝一↓黙諾嚇一一一一一一一

～1一ニ…一三ー一一一一一一一
　「
　　1

　　｛｝｝｝∵へ1
　’1
一一一一ｩ一・一一一＿～＿＿L

　　　　、

　　　　　　　墜1乞諮31差翻翅甑

　　　　　　　　　　　〔唯動幽ユ

（、峻働一略肋噌掘丁丁当諺翁
　サ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ

　　　　　！

一一一
?鼈黶?鼈鼈黶D＿一一3蕊嬢薦憾寝坂．．＿＿＿．＿曇

　　　　　　　　．．＿＿＿卜＿．　　　．色を蹄彦　：

　　；

｝一 宙黶p　　一一’哨二一阜｛暫丁…

　　　　　　　　‘　　」

　　；置
■

　　1 」亟貌薮
　i　・工N日κ3　1
｝　　咀　騨ψ　，，　一り嚇

一，、
…ぐ、一

’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，

　「　　　　　　　　　　　　へ

｝→一「一一一一一一一→

昌

　
　
　

　
　
｝

＝
重
、
【
‘
隔
3
」

「嚇

●

⊥
ー
ユ

監

　　　　　ゐ　　　　　　　　　　　　　　ロ

　　　’■　　’

一㍗一u　む
　　　　　ヒ　　　　　　ザ
　　点す・｛『㎝卜…

　　　　　　　　　L

9

σ

一
●
！
，
o
，

一㌧・
　　ヘサイ
　も　i
圃　・｛

　　　　　　　　　　の　　　　　ロ、趣塁†委」ヨ㌶し〕

三隣接晦ス払瞬＿．
a硬鴛早董雛伽．ご

・工臨｝臥（｛。¢1椒身

　　　　　　　　　　　　　　ロ　　　　　　　　　　　碓義強：勲。一〔塾籔〕

欝欝一エ悉無諭懲型勧∋
蓮嚇擁∴磁魁融舞遡《一

型賢聖董一難燃燈三脚費
　　　　　－　0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ψ
｝♂「　　　　　　　　　　　　　　　，　　，

｝」判蜷1：面前絶吐、…。

1嚇藪田臨をb縢！2
な　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ

；．そ謡う9鯉輩■挑⊥エ

1」風LL謎琳肇二塗

壁重病：換4＿セ遵し駄》ンフ雰ジ

山詞〉．，
商家a細柳i蚕種二

、
ー
ー
ト

，
竈
鰯．
域まぐ

箏 『
、
｝
ρ
壁

　
・

噌

｛
㎝
捻

さ
マ
T

｝
二
三
．
㌃

一
丁
’

一

ね
，

　
轟

　　ロ　　　　ユ　　　　　　　　　　　　　リ

趣望⊥一
　　　　．．一←

，　つ

　…｛　　　＿

事

「
曜

マ

●

o

’

巴

、

、

「
’

・

，

，

」

．

ら

．

7
9

5

ρ P

一’

　　　　　　　　ロ 〕｛脚｝｝粥
U’

1
一
・
・
－
マ
ー
ー

　
ロ
　
　
ノ

癩
一 ＝

迩
＝
座

｝
　
一

g
　
｝

刷
…
」
、
鴨
…

【，

p
飼
幕
⊥

　
の
　
一 雪，

「…
｝［

～
晦
晦

整
飢
　
　
…

漕
簗
一

鎚
欄

　　　　　　　　　　　　L

∵　：，

・t　’　　冨　　　　　。　　　’

1
　　　@　　　　　　　　　ロヘト

．∵∫凱㌦｝i

　　　　【　　　　　　　　1

・‘ @・」　／　’ミ・
’　　　　　　1　　　　　　馬　　　“，

　　　　　ゆ一一一一一一一一一一一．．＿＿＿＿＿＿＿＿一ユ＿～

「「

’」
垂
建
2
層
8
u

　
　
　
’

一

、

事

9

「

■

●

へ
一

U

懸

’

●

～

｛一一一＿　　　　　　マ　蝋

『一]＿」＿
　　　　　D

　　　’

一∴昌♂

一τ一　　　　～
一一

一　　　　一一　　一　一一一γ一一一一一

「　　　　　　　　　．

●

　’1

…
一
…
憎
ー
ー
ー

　
　
　
　
　
一

　
　
　
「

　
　
二

ρ

，
O

　　　　　　　　　　　　　　　ね一一一．＿一＿L～．一二＿一．．．＿＿＿＿一、ご二二．＿＿

一｛　　　　　　　　　一＿

｝　亀　・
f
一　　　一，

一1：．．．．∴・｝∴で．

　‘・一∴ひ　1　∵
，・ f・ @1’ll．　．一　ぐボ…．．；1：虻∵』

●

」

℃

㌧

．
｝
昏
セ
■

　
　
　
　
）

」

’

●麟

●

曜

一
響
‘

馳

・’ @一．1’＼・ド▼．．1♪『『
し．　　　　　　　．　昌

　●

～

　　　L　　　　　　　　　　　顎●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、

　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　戸　　　　　　　　　　　　　　　　　　曹　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

P　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　　　　　　■　・

　　　　デ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3
9　㌻9　げ　　嶋　　　　　　　■

　　　　　り　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゑ　　　　　　　る　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ　　　　　　　　　サ

“一一　L一一繍一・一一輔触一一｛一高一一…晒・∴・一一一．．．．L＿．＝、＿一4。一’．＿」一＿＿㌶．．・晶∴＿．

㌧購務用紙3号・，（功

　1㌦　；

　　　’篤　，．．∵
‘　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　φ　’　　　　　　　　　　　「　　　　　　　　　　　　　．

ψ．∴。’ 轣f dτ

？

し
’

●

　　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ

B4　　（257×364）

◆

’

，

■

｛
、
｛
噸

一

～
　
　
」
‘
　
　
・
雨
　
岬
一

の
乱

隔

、
」

・，

，
’

ρ

」
　

、
　
、

　
　
一

「
4「

O
　
唱

ρ

馬

「

5一
1

ら

ぞ
　
　
　
　
司
雪

辱
　
　
　
【

ム

‘

¶

’

，一
　
．

O’

㍗

，’
9
7

，
コ
ブ

ニ
！

　
　
　
　
’

▼

’

’

‘
　
　
済

　
　
’



，，　、

■

1
科学技術’．庁・

’∂、

1ド

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　も　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　■　　　　　　　●　　　　　　　■　　　　　　　●　　　　　　　o　　　　　　　．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　”■＝・1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－’一』’一”．『畠！丁，’　’｝．一一一’一『一－’－一．曹

■ ● ● ●　　　　　　　　　　　　○ ● ●

．

1 ＿＿一一…一一…一一へ
@　　　　　、
@　　　　　1


